
●
は
じ
め
に

　

こ
の
稿
で
は
Ｉ
Ｊ
Ｐ
Ｃ
を
推
進
し
た

三
井
物
産
に
注
目
す
る
。
Ｉ
Ｊ
Ｐ
Ｃ
は

三
井
物
産
の
み
な
ら
ず
三
井
グ
ル
ー
プ

の
命
運
を
左
右
す
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど

の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
化
し
た
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
三
井
物
産
が

Ｉ
Ｊ
Ｐ
Ｃ
に
取
り
組
ん
だ
か
、
そ
の
理

由
が
語
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
⑴

。

　

語
り
継
が
れ
て
い
る
の
は
、若
杉
末
雪

（
後
、
社
長
）
が
イ
ラ
ン
訪
問
時
に
、
燃

え
上
が
る
廃
ガ
ス
の
炎
を
目
撃
し
た
こ

と
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
、ロ
マ
ン
に
満

ち
た
説
明
で
あ
る
。
Ｉ
Ｊ
Ｐ
Ｃ
を
扱
っ

た
高
杉
良
の
企
業
小
説
『
勇
者
た
ち
の

撤
退　

バ
ン
ダ
ル
の
塔
』
の
冒
頭
に
出

て
く
る
よ
う
に
、Ｉ
Ｊ
Ｐ
Ｃ
に
ま
つ
わ

る
伝
説
と
し
て
人
口
に
膾か

い

炙し
ゃ

し
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｊ
Ｐ
Ｃ
に
関
し
て
は
、
石
油
化
学

に
と
ど
ま
ら
ず
、
石
油
そ
の
も
の
と
の

関
連
も
、
従
来
か
ら
強
く
示
唆
さ
れ
て

き
た
。
そ
こ
に
注
目
す
れ
ば
、
経
済
合

理
性
を
無
視
し
た
伝
説
で
は
な
く
、
よ

り
説
得
的
な
説
明
が
可
能
と
な
ろ
う
。

端
的
に
は
、
三
井
物
産
と
石
油
の
関
係

こ
そ
が
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
想
定
さ

れ
る
。

　

そ
こ
で
三
井
物
産
と
い
う
商
社
の
歴

史
を
紐
解
く
こ
と
で
説
明
を
試
み

る
⑵

。
具
体
的
に
は
、
戦
後
の
財
閥
解

体
と
再
編
の
歴
史
を
検
討
す
る
こ
と

で
、
Ｉ
Ｊ
Ｐ
Ｃ
に
い
た
る
流
れ
を
解
明

し
た
い
。

●
三
井
物
産
大
合
同
ま
で
の
過
程

　

財
閥
解
体
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
三

井
、
三
菱
、
住
友
は
、
株
式
の
強
制
放

出
の
み
な
ら
ず
、
商
号
・
商
標
の
禁
止

を
も
命
じ
ら
れ
た
。
商
号
と
は「
三
井
」

を
指
し
、
商
標
と
は
三
井
の
場
合
「
丸

に
井
桁
三
」の
マ
ー
ク
を
指
す
。
商
号
・

商
標
の
防
衛
で
各
社
が
共
同
で
対
応
し

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

三
井
、
三
菱
、
住
友
を
比
較
し
て
、

俗
に
「
人
の
三
井
」「
組
織
の
三
菱
」「
結

束
の
住
友
」
と
称
さ
れ
る
。
こ
の
三
者

三
様
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
評
は
、
財
閥

解
体
後
の
グ
ル
ー
プ
再
結
集
の
過
程
で

も
、
如
実
に
反
映
さ
れ
た
。
例
え
ば
、

各
グ
ル
ー
プ
の
社
長
会
に
注
目
す
る

と
、
も
っ
と
も
組
織
化
が
早
か
っ
た
の

は
住
友
、
次
に
三
菱
、
最
後
に
三
井
と

い
う
順
番
に
な
る
。
三
井
物
産
の
大
合

同
の
過
程
で
も
「
人
の
三
井
」
の
所
以
、

す
な
わ
ち
人
の
要
素
が
大
き
な
意
味
を

持
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

三
井
系
企
業
の
う
ち
、
と
り
わ
け
三

井
物
産
は
完
膚
な
き
ま
で
に
解
体
さ
れ

た
。
戦
前
、
商
社
の
な
か
で
も
圧
倒
的

な
地
位
を
誇
っ
た
が
ゆ
え
に
目
の
敵
に

さ
れ
た
と
も
い
わ
れ
る
。
三
井
物
産
解

体
後
に
誕
生
し
た
会
社
の
数
は
正
確
に

は
分
か
ら
な
い
が
二
〇
〇
社
を
超
え
る

と
い
う
。
解
体
時
の
常
務
で
あ
り
、
後

の
新
生
三
井
物
産
の
社
長
を
務
め
た
新

関
八
洲
太
郎
は
、
三
井
物
産
各
部
の
部

長
な
り
、
支
店
長
な
り
が
「
子
分
を
集

め
て
」
会
社
を
作
り
「
自
分
の
持
っ
て

い
る
約
定
残
の
う
ち
で
有
利
な
も
の

は
、
そ
の
会
社
に
引
継
い
で
持
っ
て
行

く
と
い
う
こ
と
に
な
り
が
ち
」
と
証
言

し
た
⑶

。
つ
ま
り
人
や
部
門
中
心
の
会

社
設
立
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ

の
こ
と
が
三
井
物
産
の
大
合
同
に
際
し

て
も
ネ
ッ
ク
と
な
っ
た
。

　

戦
後
に
出
現
し
た
旧
三
井
物
産
系
の

全
会
社
が
順
調
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。「
赤
ブ
ツ
」（
＝
赤
字
物
産
）「
黒

ブ
ツ
」（
＝
黒
字
物
産
）
な
る
俗
称
が

生
ま
れ
た
よ
う
に
、
会
社
に
よ
っ
て
は

赤
字
を
積
み
重
ね
、
吸
収
合
併
さ
れ
る

と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
。
一
九
五
〇
年
段

階
で
、旧
三
井
物
産
系
の
有
力
会
社
は
、

第
一
物
産
、
第
一
通
商
、
室
町
物
産
、

日
本
機
械
貿
易
の
四
社
に
絞
ら
れ
て
い

た
。
占
領
終
結
後
に
三
井
の
商
号
が
使

え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
問
題
を
複

雑
化
さ
せ
た
。
将
来
の
三
井
物
産
復
活

に
備
え
て
商
号
を
温
存
す
る
た
め
の
方

策
に
、
向
井
忠
晴
元
三
井
物
産
会
長
、

松
本
三
季
志
元
三
井
物
産
常
務
や
新
関

第
一
物
産
社
長
、
平
島
俊
朗
室
町
物
産

社
長
ら
が
合
意
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ま

ず
一
九
五
二
年
に
日
東
倉
庫
建
物
が

「
三
井
物
産
」
と
改
称
し
た
。
さ
ら
に

一
九
五
三
年
七
月
に
室
町
物
産
が
「
三
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井
物
産
」（
旧
・
日
東
倉
庫
建
物
）
と

合
併
し
、「
三
井
物
産
」（
以
下
、
三
井

物
産
〔
旧
・
室
町
物
産
〕
と
表
記
）
を

名
乗
っ
た
。
結
果
的
に
室
町
物
産
が
合

意
を
反
故
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

他
社
の
怒
り
を
招
い
た
。
そ
の
後
、
第

一
物
産
、
第
一
通
商
、
日
本
機
械
貿
易

の
三
社
が
一
九
五
五
年
七
月
に
合
同

し
、
第
一
物
産
を
名
乗
っ
た
。
三
社
合

併
後
に
旧
三
井
物
産
関
係
者
を
招
い
た

席
で
、
新
関
社
長
は
「
新
三
井
物
産
」

を
名
乗
る
と
挨
拶
し
た
。
周
囲
の
諌
め

も
あ
り
第
一
物
産
を
名
乗
る
こ
と
に
落

ち
着
い
た
け
れ
ど
も
、
第
一
物
産
側
の

不
信
感
は
後
々
ま
で
尾
を
引
い
た
。
一

九
五
五
年
に
三
井
物
産
（
旧
・
室
町
物

産
）
と
第
一
物
産
の
合
同
が
仮
調
印
さ

れ
て
も
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。

　

二
社
の
合
同
が
進
ま
な
か
っ
た
背
景

と
し
て
、
向
井
忠
晴
（
元
会
長
）
対
石

田
禮
助
（
元
社
長
）
と
い
う
長
老
の
対

立
が
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
平
島
三
井

物
産
（
旧
・
室
町
物
産
）
社
長
は
石
田

系
、
新
関
第
一
物
産
社
長
は
向
井
系
と

目
さ
れ
、
長
老
の
対
立
が
現
役
に
も
色

濃
く
反
映
し
た
と
さ
れ
る
。

　

大
合
同
の
決
断
理
由
と
し
て
、
一
足

先
に
結
集
を
果
た
し
た
新
生
三
菱
商
事

の
存
在
を
抜
き
に
し
て
語
る
こ
と
は
出

来
な
い
。
一
九
五
四
年
七
月
に
新
生
三

菱
商
事
が
誕
生
し
、
業
界
第
一
位
と

な
っ
た
。
財
閥
解
体
前
は
三
井
物
産
が

三
菱
商
事
を
圧
倒
し
て
い
た
こ
と
を
思

い
浮
か
べ
れ
ば
、
旧
三
井
物
産
関
係
者

に
と
っ
て
屈
辱
的
な
事
態
で
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。
こ
の
事
態
に
三
井
系
企
業

の
重
鎮
た
ち
も
大
い
に
刺
激
さ
れ
た
。

例
え
ば
、
佐
藤
喜
一
郎
三
井
銀
行
社
長

は
当
初
、
三
井
物
産
の
大
合
同
に
否
定

的
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
後
に
佐
藤
が

「
三
菱
商
事
が
で
き
ま
し
た
か
ら
、
こ

れ
は
捨
て
て
お
け
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
」
と
語
っ
た
よ
う
に
⑷

、
新
生

三
菱
商
事
の
出
現
は
そ
の
態
度
を
一
変

さ
せ
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
。
勿
論
、
他

の
三
井
系
企
業
の
有
力
者
た
ち
も
大
合

同
を
強
く
希
望
し
た
。

　

こ
う
し
て
一
九
五
九
年
二
月
に
大
合

同
が
実
現
し
、
新
生
三
井
物
産
が
誕
生

し
た
。
月
商
で
三
菱
商
事
を
抜
き
業
界

第
一
位
に
君
臨
す
る
一
大
商
社
の
復
活

で
あ
っ
た
。

● 

ゼ
ネ
ラ
ル
物
産
の
大
合
同
不
参

加
の
意
義

　

新
生
三
井
物
産
に
関
し
て
注
目
す
べ

き
は
不
参
加
企
業
の
存
在
で
あ
る
。
三

井
物
産
か
ら
派
生
し
た
企
業
が
全
て
大

合
同
に
参
加
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
い

わ
ゆ
る
資
源
外
交
の
観
点
か
ら
、
大
き

な
意
味
を
有
す
る
の
は
ゼ
ネ
ラ
ル
物
産

（
後
、
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
。
現
・
東
燃
ゼ

ネ
ラ
ル
石
油
）
の
不
参
加
で
あ
る
。

　

ゼ
ネ
ラ
ル
物
産
の
歴
史
を
簡
単
に
紹

介
し
た
い
⑸

。
一
九
四
七
年
七
月
二
六

日
に
石
油
製
品
の
販
売
や
輸
出
入
を
目

的
と
し
て
ゼ
ネ
ラ
ル
物
産
株
式
会
社
が

設
立
さ
れ
た
。
社
名
に
は
、
三
井
物
産

が
大
正
期
に
石
油
の
輸
入
を
手
掛
け
た

時
に
契
約
を
結
ん
だ
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ペ
ト

ロ
リ
ュ
ー
ム
社
の
ゼ
ネ
ラ
ル
と
物
産
と

を
冠
し
た
。
財
閥
解
体
に
と
も
な
い
、

三
井
本
社
所
有
の
タ
ン
ク
群
は
、
出
光

興
産
と
ゼ
ネ
ラ
ル
物
産
と
に
二
分
さ
れ

た
。
一
九
四
九
年
四
月
一
日
に
ゼ
ネ
ラ

ル
物
産
は
石
油
元
売
企
業
に
指
定
さ
れ

た
。
一
九
五
八
年
一
一
月
一
五
日
に
東

亜
燃
料
工
業
（
以
下
、
東
燃
）
と
共
同

で
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
株
式
会
社
（
後
の
ゼ

ネ
ラ
ル
石
油
精
製
）
を
設
立
し
た
。
物

産
大
合
同
の
前
年
で
あ
る
。
そ
し
て
一

九
六
七
年
一
月
四
日
に
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油

株
式
会
社
に
社
名
を
変
更
し
た
。
歴
史

を
踏
ま
え
る
と
、
ゼ
ネ
ラ
ル
物
産
が
三

井
物
産
の
石
油
部
門
を
継
承
し
た
会
社

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

ゼ
ネ
ラ
ル
物
産
の
社
史
に
は
一
九
五

三
年
春
頃
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
載

さ
れ
て
い
る
。「
当
社
は
あ
る
意
味
で

脱
皮
の
と
き
を
迎
え
て
い
た
。
旧
三
井

物
産
以
来
の
、
い
わ
ゆ
る
ブ
ロ
ー
カ
ー

式
商
売
だ
け
で
は
、
進
歩
も
な
く
基
礎

も
弱
い
。
旧
三
井
物
産
解
散
で
で
き
た

新
会
社
の
な
か
に
も
、
早
く
も
解
散
や

吸
収
さ
れ
る
会
社
が
出
て
き
て
い
た
。

当
社
を
確
固
た
る
基
礎
の
会
社
に
す
る

た
め
に
は
、
製
油
所
や
タ
ン
カ
ー
を
も

つ
必
要
が
あ
る
が
、
資
金
力
、
技
術
、

社
員
の
採
用
・
育
成
と
難
問
が
多
い
。

し
か
し
、
ど
ん
な
に
苦
し
く
と
も
成
し

遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
時
機
を

失
し
て
は
だ
め
だ
、
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
」。
そ
の
後
、
一
九
五
八
年
か

ら
一
九
五
九
年
の
間
に
三
社
の
系
列
会

社
が
設
立
さ
れ
、
ゼ
ネ
ラ
ル
グ
ル
ー
プ

が
形
成
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
独
自
路

線
を
歩
む
と
い
う
ゼ
ネ
ラ
ル
物
産
の
決

意
は
、
旧
三
井
物
産
以
来
の
「
ブ
ロ
ー

カ
ー
式
商
売
」と
の
決
別
の
み
な
ら
ず
、

新
生
三
井
物
産
へ
の
参
加
拒
否
と
し
て

具
現
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

ゼ
ネ
ラ
ル
物
産
の
大
合
同
不
参
加
に

際
し
て
も
、
や
は
り
「
人
の
三
井
」
の

側
面
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
。
焦
点
は
長

老
の
向
井
忠
晴
の
動
向
で
あ
る
。

　

向
井
と
ゼ
ネ
ラ
ル
物
産
と
の
縁
は
戦

前
ま
で
遡
る
。
三
井
物
産
解
体
後
に
ゼ

ネ
ラ
ル
物
産
を
立
ち
上
げ
た
の
は
石
油

部
の
人
々
で
あ
っ
た
。
戦
前
、
石
油
部

を
石
炭
部
の
一
部
局
か
ら
独
立
さ
せ
た

の
が
、
筆
頭
常
務
の
向
井
だ
っ
た
。
そ

の
縁
か
ら
向
井
は
ゼ
ネ
ラ
ル
物
産
に
迎

え
ら
れ
、
晩
年
ま
で
会
社
に
部
屋
を
持

ち
続
け
た
⑹

。
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、
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戦
後
の
会
社
設
立
時
に
、
ゼ
ネ
ラ
ル
物

産
が
石
油
専
門
商
社
と
し
て
活
動
す
る

の
に
必
要
な
契
約
を
継
承
さ
せ
た
の
が

向
井
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
ろ
う
⑺

。
要
す
る
に
、
向
井
こ

そ
が
三
井
物
産
石
油
部
門
に
お
け
る
実

力
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
向
井
の
動
向
が

ゼ
ネ
ラ
ル
物
産
に
影
響
し
た
の
は
必
然

で
あ
っ
た
。
向
井
の
言
動
を
追
う
と
、

ゼ
ネ
ラ
ル
物
産
の
三
井
物
産
へ
の
合
流

に
は
否
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
向
井
が
冷
淡
で
あ
っ
た
理
由
は
判

然
と
し
な
い
。
事
情
を
推
察
さ
せ
る
事

柄
と
し
て
、
三
井
不
動
産
社
長
の
江
戸

英
雄
に
よ
る
「
向
井
（
忠
晴
）
氏
が
、

物
産
と
袂
を
分
か
つ
よ
う
に
、
ゼ
ネ
ラ

ル
物
産
へ
移
っ
た
こ
と
も
、
両
社
の
間

が
し
っ
く
り
い
か
な
く
な
っ
た
一
因
」

と
い
う
記
述
が
存
在
す
る
程
度
で
あ

る
⑻

。
● 

三
井
物
産
に
お
け
る
石
油
部
門

の
弱
さ

　

新
生
三
井
物
産
が
業
界
第
一
位
に
君

臨
し
た
の
は
わ
ず
か
な
期
間
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。
三
井
物
産
の
社
史
稿
本
に
曰

く
「
三
井
物
産
の
各
部
門
中
で
最
も
弱

い
部
門
が
石
油
部
門
で
あ
っ
た
。
三
井

物
産
が
、
大
合
同
に
よ
っ
て
一
時
業
界

首
位
の
座
を
獲
得
し
な
が
ら
、
そ
の
地

位
を
永
く
保
持
で
き
な
か
っ
た
理
由

も
、
強
力
な
石
油
部
門
を
持
た
な
い
こ

と
に
あ
っ
た
」⑼
。

　

一
九
六
〇
年
代
の
、
い
わ
ゆ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
革
命
に
よ
っ
て
、
石
炭
か
ら
石

油
へ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
転
換
し
た
。

企
業
各
社
も
対
応
を
迫
ら
れ
た
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
三
井
物
産
は
迅
速
に

対
応
で
き
な
か
っ
た
。
ネ
ッ
ク
は
石
油

部
門
の
弱
さ
で
あ
る
。

　

ゼ
ネ
ラ
ル
物
産
の
大
合
同
不
参
加
に

起
因
す
る
石
油
部
門
の
弱
さ
は
、
当
事

者
た
ち
に
も
理
解
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

ゆ
え
大
合
同
前
後
に
、
ゼ
ネ
ラ
ル
物
産

の
取
り
込
み
や
吸
収
合
併
を
模
索
し
た

が
つ
い
に
成
功
し
な
か
っ
た
。
次
の
一

手
は
、
自
前
の
石
油
部
門
を
充
実
す
る

ほ
か
な
い
。
だ
が
、
こ
れ
は
同
じ
三
井

系
企
業
で
あ
っ
た
ゼ
ネ
ラ
ル
物
産
へ
の

遠
慮
も
あ
り
遅
れ
た
。
三
井
物
産
（
当

時
は
第
一
物
産
）
に
石
油
部
門
が
設
置

さ
れ
た
の
は
、
な
ん
と
一
九
五
五
年
七

月
で
あ
っ
た
。
他
社
に
大
き
く
遅
れ
を

と
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
そ
れ

が
後
々
ま
で
ひ
び
い
た
。
そ
も
そ
も
石

油
業
界
は
日
本
政
府
に
よ
る
規
制
が
極

め
て
強
い
分
野
で
あ
り
、
後
発
会
社
は

そ
れ
だ
け
で
不
利
な
状
況
に
置
か
れ
る

と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
。

　

ゼ
ネ
ラ
ル
側
が
順
調
に
歩
ん
だ
か
と

い
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。
国
外
事
情
の

影
響
を
大
き
く
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ゼ
ネ
ラ
ル
物
産
が
グ
ル
ー
プ
化
を

進
め
る
際
、
東
燃
と
の
提
携
が
大
き
な

意
味
を
持
っ
た
。
東
燃
の
提
携
先
で
あ

る
Ｓ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
と
ソ
コ
ニ
ー
・
バ

キ
ュ
ー
ム
の
共
同
子
会
社
で
あ
っ
た
。

Ｓ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
は
一
九
六
〇
年
一
一
月
一
五

日
に
解
体
を
公
表
し
、
エ
ッ
ソ
と
モ
ー

ビ
ル
と
い
う
二
社
に
分
か
れ
た
。
こ
れ

が
混
乱
の
引
き
金
と
な
っ
た
。
Ｓ
Ｖ
Ｏ

Ｃ
が
所
有
す
る
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
株
を

エ
ッ
ソ
が
入
手
す
る
。
そ
こ
ま
で
は
問

題
が
な
か
っ
た
が
、
も
う
一
方
の
モ
ー

ビ
ル
が
提
携
先
に
選
ん
だ
の
は
三
井
物

産
だ
っ
た
。
一
九
六
三
年
六
月
一
五
日

に
米
モ
ー
ビ
ル
石
油
と
三
井
物
産
の
合

弁
で
極
東
石
油
工
業
（
現
・
極
東
石
油

工
業
合
同
会
社
）
が
設
立
さ
れ
た
。
ち

な
み
に
、
極
東
石
油
設
立
の
折
に
は
、

向
井
が
吉
田
茂
を
通
じ
て
、
池
田
勇
人

や
佐
藤
栄
作
ら
に
対
し
て
、
許
認
可
を

得
る
た
め
の
働
き
か
け
を
手
伝
っ

た
⑽

。向
井
が
長
老
と
し
て
新
生
三
井
物

産
を
援
助
し
た
の
も
た
し
か
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
Ｓ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
解
体
と
い
う

国
外
の
出
来
事
を
き
っ
か
け
に
、
三
井

物
産
と
モ
ー
ビ
ル
の
提
携
が
実
現
し

た
。
そ
の
結
果
、
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
と
三

井
物
産
と
い
う
同
じ
三
井
系
企
業
が
石

油
を
め
ぐ
り
対
決
す
る
構
図
が
出
来
上

が
っ
た
。
販
売
機
関
を
巡
る
対
立
、
極

東
石
油
問
題
な
ど
が
典
型
例
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
は
三
井
系
の
石
油
化
学
会
社

を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
両
社
の
対
立
は

激
化
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
事
こ
こ
に

い
た
る
と
「
い
っ
さ
い
の
禍
根
を
向
井

忠
晴
に
帰
す
る
見
解
を
説
く
向
き
」
も

出
て
き
た
と
い
う
⑾

。

　

実
は
、
若
杉
社
長
時
代
に
も
石
油
部

門
の
一
本
化
が
模
索
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
だ
が
三
井
物
産
と
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油

と
の
合
併
話
は
三
井
物
産
側
が
ゼ
ネ
ラ

ル
物
産
株
の
買
い
占
め
を
行
っ
た
こ
と

で
、
ゼ
ネ
ラ
ル
側
の
反
発
を
招
き
、
最

終
的
に
失
敗
し
た
。
三
井
銀
行
の
小
山

五
郎
の
筋
書
き
は
、
第
一
段
階
で
極
東

石
油
と
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
の
合
併
、
第
二

段
階
で
三
井
物
産
と
の
合
同
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
目
論
見
は
あ
え
な

く
潰
え
て
し
ま
っ
た
⑿

。

　

結
局
の
と
こ
ろ
、
三
井
物
産
に
は
独

自
の
石
油
部
門
に
よ
っ
て
市
場
開
拓
を

目
指
す
以
外
の
途
は
残
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
そ
れ
で
も
状
況
は
改
善
し
な

い
。
一
九
六
二
年
制
定
の
石
油
業
法
に

よ
る
制
約
も
あ
り
「
国
内
販
売
面
で
の

シ
ェ
ア
は
一
〜
二
％
台
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
依
然
と
し
て
後
発
性
を
脱
却
し

た
と
は
い
い
難
い
状
況
」
に
置
か
れ
て

い
た
。
そ
れ
ゆ
え
海
外
石
油
資
源
の
開

発
輸
入
を
重
視
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

の
で
あ
る
⒀

。
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三
井
物
産
の
石
油
部
門
の
弱
さ
が
痛

感
さ
れ
て
い
る
折
、
一
九
六
八
年
一
一

月
に
訪
イ
ラ
ン
経
済
使
節
団
が
組
織
さ

れ
た
。
団
員
に
、
三
井
物
産
の
若
杉
副

社
長
、
住
友
商
事
の
椎
名
時
四
郎
副
社

長
、
伊
藤
忠
商
事
の
山
本
良
雄
常
務
、

丸
紅
飯
田
の
矢
野
茂
男
常
務
ら
が
い

た
。
団
長
の
平
田
敬
一
郎
国
土
総
合
開

発
審
議
会
会
長
（
日
本
開
発
銀
行
前
総

裁
）
の
名
前
を
と
り
「
平
田
ミ
ッ
シ
ョ

ン
」
と
呼
ば
れ
る
⒁

。
帰
国
後
に
出
さ

れ
た
報
告
書
に
収
録
さ
れ
た
、
若
杉
副

社
長
の
「
訪
イ
ラ
ン
経
済
使
節
団
レ

ポ
ー
ト
」
の
第
一
番
目
に
あ
が
っ
て
い

る
の
は
「
石
油
」
で
あ
る
。
そ
の
記
述

の
な
か
に
「
廃
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
エ
タ

ン
、
メ
タ
ン
等
の
利
用
に
よ
る
石
油
化

学
工
業
の
余
地
は
充
分
に
あ
り
、
わ
が

国
の
石
油
化
学
工
業
の
原
料
、
中
間
体

供
給
源
と
し
て
将
来
注
目
を
要
す
る
」

と
あ
る
。
ま
た
「
五
．
合
弁
事
業
」
で

「
イ
ラ
ン
政
府
並
び
に
財
界
が
わ
が
国

に
期
待
す
る
も
の
」と
し
て
最
初
に「
石

油
化
学
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
イ
ラ
ン
訪
問
時
に
石
油
と
い
う

物
資
の
魅
力
を
眼
前
に
み
せ
つ
け
ら

れ
、
同
時
に
イ
ラ
ン
側
の
要
求
と
し
て

石
油
化
学
の
合
弁
事
業
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
石
油
部
門
の
強
化
を
喫
緊
の

課
題
と
す
る
新
生
三
井
物
産
に
と
っ

て
、
商
社
と
し
て
飛
躍
す
る
願
っ
て
も

な
い
状
況
が
到
来
し
た
と
い
え
る
。

　

こ
う
し
て
絶
妙
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

新
生
三
井
物
産
が
Ｉ
Ｊ
Ｐ
Ｃ
へ
と
傾
斜

し
て
い
く
環
境
が
整
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

●
お
わ
り
に

　

三
井
物
産
が
Ｉ
Ｊ
Ｐ
Ｃ
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
だ
理
由
を
、
戦
後
の
財
閥
再

編
の
視
点
か
ら
歴
史
的
に
検
討
し
た
。

　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
財
閥
解
体
に
よ
り
二

〇
〇
社
超
に
分
割
さ
れ
た
三
井
物
産
は

一
九
五
九
年
に
大
合
同
し
て
復
活
し

た
。
こ
の
と
き
大
合
同
に
不
参
加
の
会

社
も
い
く
つ
か
存
在
し
た
。
な
か
で
も

解
体
時
に
三
井
物
産
の
石
油
部
門
を
中

心
と
し
て
設
立
さ
れ
た
ゼ
ネ
ラ
ル
物
産

の
不
参
加
は
、
新
生
三
井
物
産
に
と
っ

て
致
命
的
な
弱
点
と
な
っ
た
。
石
油
部

門
の
弱
体
化
を
招
い
た
か
ら
で
あ
る
。

大
合
同
の
過
程
に
お
い
て
、
か
つ
て
の

三
井
物
産
の
長
老
た
ち
の
動
向
が
様
々

な
企
業
に
影
響
を
与
え
る
さ
ま
は
、
ま

さ
し
く
「
人
の
三
井
」
と
い
え
よ
う
。

　

新
生
三
井
物
産
は
幾
度
も
ゼ
ネ
ラ
ル

物
産
（
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
）
の
吸
収
合
併

を
模
索
す
る
も
成
功
せ
ず
、
自
力
で
新

た
な
石
油
部
門
を
強
化
す
る
方
針
に
舵

を
切
っ
た
。
追
い
風
と
な
っ
た
の
は
Ｓ

Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
解
体
で
あ
る
。
解
体
後
に
出

来
た
エ
ッ
ソ
は
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
と
の
関

係
が
深
か
っ
た
が
、
も
う
一
方
の
モ
ー

ビ
ル
は
新
生
三
井
物
産
と
提
携
す
る
。

こ
う
し
て
新
生
三
井
物
産
は
石
油
部
門

へ
の
橋
頭
堡
を
確
保
し
た
。
し
か
し
石

油
部
門
で
の
劣
勢
は
な
か
な
か
覆
せ
な

か
っ
た
。
新
生
三
井
物
産
は
石
油
部
門

強
化
の
た
め
に
海
外
石
油
資
源
の
開
発

輸
入
を
模
索
す
る
。
そ
こ
に
イ
ラ
ン
に

お
け
る
石
油
と
そ
の
獲
得
条
件
と
し
て

の
石
油
化
学
プ
ラ
ン
ト
建
設
が
登
場
し

て
き
た
。

　

こ
う
し
て
新
生
三
井
物
産
は
Ｉ
Ｊ
Ｐ

Ｃ
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。

　

そ
の
後
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く

と
、
現
地
で
の
プ
ラ
ン
ト
建
設
等
が
進

展
し
た
も
の
の
、
イ
ラ
ン
革
命
と
い
う

想
定
外
の
事
態
が
発
生
し
た
。
さ
ら
に

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
の
勃
発
と
、
プ

ラ
ン
ト
爆
撃
や
人
員
撤
退
な
ど
の
結

果
、
Ｉ
Ｊ
Ｐ
Ｃ
そ
の
も
の
の
撤
退
が
議

論
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
間
の

議
論
に
関
し
て
は
、
今
後
さ
ら
な
る
考

察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
こ
み
や　

ひ
と
し
／
桃
山
学
院
大
学
准

教
授
）

《
注
》

⑴ 

最
新
の
研
究
と
し
て
、
小
宮
京
「
三
井

物
産
大
合
同
の
再
検
討　

イ
ラ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
石
油
化
学
（
Ｉ
Ｊ
Ｐ
Ｃ
）
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
前
史
と
し
て
」『
桃
山
法

学
』
第
二
〇
・
二
一
号
（
二
〇
一
三
年

三
月
）。

⑵ 

商
社
に
関
す
る
最
新
の
研
究
と
し
て
、

田
中
隆
之
『
総
合
商
社
の
研
究
』（
東

洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
一
二
年
）。

⑶ 

中
村
隆
英
・
伊
藤
隆
・
原
朗
編
『
現
代

史
を
創
る
人
び
と　

四
』（
毎
日
新
聞

社
、
一
九
七
二
年
）
二
三
九
ペ
ー
ジ
。

⑷ 

三
井
物
産
株
式
会
社
編
『
回
顧
録
』（
三

井
物
産
、
一
九
七
六
年
）
二
八
ペ
ー
ジ
。

⑸ 

ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
㈱
社
史
編
集
タ
ス
ク

チ
ー
ム
編
『
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
三
十
五
年

の
歩
み
』（
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
株
式
会
社
、

一
九
八
二
年
）
を
参
照
。
引
用
は
五
一

ペ
ー
ジ
。

⑹ 

向
井
忠
晴
追
想
録
編
纂
委
員
会
編
『
向

井
忠
晴
追
想
録
』（
向
井
忠
晴
追
想
録

編
纂
委
員
会
、
一
九
八
六
年
）
一
四
三

―
一
四
五
ペ
ー
ジ
。

⑺ 

久
保
田
晃
『
三
井
』（
中
公
新
書
、
一

九
六
六
年
）
四
六
ペ
ー
ジ
。

⑻ 

江
戸
英
雄
『
私
の
三
井
昭
和
史
』（
東

洋
経
済
新
報
社
、
一
九
八
六
年
）
一
〇

九
―
一
一
〇
ペ
ー
ジ
。

⑼ 

『
稿
本
三
井
物
産
株
式
会
社
一
〇
〇
年

史　

下
巻
』（
日
本
経
営
史
研
究
所
、

一
九
七
八
年
）
二
四
三
ペ
ー
ジ
。

⑽ 

前
掲
『
向
井
忠
晴
追
想
録
』
一
八
八
―

一
八
九
ペ
ー
ジ
。

⑾ 

久
保
田
、
前
掲
書
、
四
七
ペ
ー
ジ
。

⑿ 

江
戸
、前
掲
書
、二
〇
六
―
二
〇
七
ペ
ー

ジ
。

⒀ 

前
掲
『
稿
本
三
井
物
産
株
式
会
社
一
〇

〇
年
史　

下
巻
』
四
四
八
ペ
ー
ジ
。

⒁ 

記
述
と
引
用
は
、
訪
イ
ラ
ン
経
済
使
節

団
事
務
局
編
『
訪
イ
ラ
ン
経
済
使
節
団

報
告
書
』（
訪
イ
ラ
ン
経
済
使
節
団
事

務
局
、
一
九
六
九
年
）
に
よ
っ
た
。

戦後財閥再編史とIJPC  
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